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○今ある公共施設全てを維持することは不可能です 

 みなさんが普段使っている小中学校、町民センター、体育館、道路や下水道などの施設は、一見頑丈

にみえても必ず造り直さなければならない時期が来ます。 

 その公共施設が年数の経過とともに老朽化し、今後、一斉に造り替えなければならない時期がやって

きます。これが「公共施設の老朽化・更新問題」です。 

 町では、施設の造り替えに「どのくらいの金額が必要になるのか？」を調べ、「必要となる金額全て

を支払うことができるのか？」をシミュレーションしました。 

１．町の公共施設にはどんなものがあるの？ 

 町の公共施設には、学校や体育館（＝建築物）、道路や下水道（＝インフラ資産）などがありますが、

ここでは、みなさんがよく使う「学校や体育館など」の建築物について、町が「何の施設をどの程度

持っているのか」を延べ床面積の割合で示しました。 

 上の円グラフのとおり、小学校と中学校を合わせて５７％に達し、建築物の半分以上が学校教育施設

であることが分かります。その次に体育館などのスポーツ施設、役場の庁舎、広域リサイクルセンター

や美化センターのごみ処理施設と続きます。 

２．今ある施設はいつ頃建てられたの？ 

・施設の建築時期と延べ床面積（㎡） 

総床面積＝１１６，０２２㎡ 

 今ある施設はいつ頃建てられたのかを表したのが上の棒グラフです。 

 棒グラフが左側に片寄っていることが分かります。これは昭和５０年代の人口が増えている時代に小

学校や中学校、役場などを集中的に整備したためです。 

 また、建築後３０年以上建っている施設の面積が６９，８２０㎡あり、総床面積の６０％にあたりま

す。建物には寿命があるため、建築後の年数がかなり経過した施設について、今後、建て替えや改修が

必要となります。 

 そして、上の棒グラフに合わせるように、建て替えや改修が必要となる時期が、今後一斉に押し寄せ

てくることとなります。果たして、町は今ある施設全てを建て替えや改修によって、キレイにすること

ができるのでしょうか？ 

ちょうどこの時代は、５年間で人口が４千人～７千人も増えていた「人口増加期」

と重なります。一之宮小学校、小谷小学校、寒川中学校などを建てた時期です。 

東中学校、南小学校、体育館、図書館、リサイクルセンターな

どを建てた時期です。 
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３．造り替えに必要な金額はいくらなの？ 

年度 建　物
公共施設
(道路含む）

その他 合計

～2013 11 47 23 81

2014～

2018
10 10 11 31 6 億円

2019～

2023
23 32 2 56 11 億円

2024～

2028
75 18 1 94 19 億円

2029～

2033
82 49 0 131 26 億円

2034～

2038
25 61 0 86 17 億円

2039～

2043
23 90 0 114 23 億円

2044～

2048
28 71 0 99 20 億円

2049～

2053
0 43 0 43 9 億円

2054～

2058
5 22 0 27 5 億円

2059～

2063
0 24 0 25 5 億円

2064～

2068
0 2 0 2 0 億円

2069～

2078
0 0 0 0 0 億円

～2078 282 469 37 789

2014～

2053
266 374 14 654

年平均
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この他に造り直す時の借金の返済、今ある施設の取り壊し費用などが別に必要です。

【単位：億円】

全ての施設を造り替える時に必要となる金額

町の収入合計額 医療費負担や借金返済、職員給料など 

道路や下水道などの造り替え 学校や公民館などの造り替え 

町の収入から支出を差し引いた額 

 ○上のシミュレーショングラフの説明 

  ・紫色の折線が、学校や公民館など建物の造り替えが必要となる額を表し、２０２７年と２０３３年 

   に山が大きくなります。これは、２０２７年に「一之宮地域集会所」、「寒川町役場本庁舎」、 

   「旭小学校校舎」、「寒川町民センター」、「小谷小学校校舎」の造り替えが必要となる時期で、 

   ２０３３年は「寒川総合体育館」が造り替えの必要となる時期のためです。 

  ・施設の造り替えが集中する時期は、多額の税金を投入するため、「町の収入から支出を差し引いた 

   額」＝赤色の折線の残額が少なくなり、次の年へ繰り越すお金が少なくなります。 

  ・その結果、青色の折線で表す町の収入合計額が少なくなり、２０３３年に体育館を造り替えの年に 

   はお金が足りず、町の収入から支出を差し引いた赤色の折線が０を割り込み、赤字へと転落して 

   しまいます。 

（単位：千円） 

 建築物と道路などのインフラ資産、消防車や救急車なども含めた町が持つ施設などを、寿命が来た時

に全て造り替える、あるいは買い換えると想定し、いくら必要になるかを示したのが上のグラフです。 

 結果は７８９億円もの額が必要となり、今後４０年間では「６５４億円」もの額が必要となり

ます。この６５４億円は、町民１人あたりに換算すると１３６万円もの負担になります。 

４．造り替えに必要な金額６５４億円全て支払えるの？ 

 施設などの造り替えに今後４０年間で６５４億円かかると分かりました。 

 ここからは、その６５４億円をかけて施設を造り替える＝キレイにすることができるのかどうか？す

なわち、本当に６５４億円ものお金を町が支払うことができるのかどうか、シミュレーションを行

いました。 

 シミュレーションの条件は、主に次のとおりです。 

 ・一度建て替えや改修を行った施設が、再度建て替えが必要となる前の４０年間をシミュレーション 

  期間とする 

 ・町に入る税金、国や県から来るお金など、収入については、２５年度同様と想定する 

 ・支出も基本的なものは、２５年度同様とする 

５．赤字転落を回避するには？ 

 上のシミュレーションで見たように、２０３３年には赤字へ転落してしまうため、全ての施設を造り 

替えることは不可能ですし、今ある施設の数を維持することも不可能です。 

 とはいえ、今ある施設をこのまま、造り替えず放置して良いのでしょうか？ 

 いや、良いわけありません！老朽化を放置すると施設が壊れ、トンネル崩落事故のように悲しい事故 

につながる可能性があります。 

 そこで町では、施設の統廃合（＝２つ以上ある施設を１つにまとめる）、複合化（＝例えば小学校と 

中学校を１つの敷地にまとめる）、企業や町民の方へ施設を譲ることとし、施設の数を減らして赤字転 

落を回避します。平成２８年度は、そのための計画（＝公共施設等総合管理計画）を作ります。 

 みなさんの身近な施設の将来に関する大事な議論が始まっています。こちらのニュースにおいても引 

き続き情報を提供していきます。また、町ホームページも是非ご覧ください。 

＊ここに掲載した情報の詳細は、「寒川町公共施設等白書」に記載してありますので、町ホームページ 

 等でご確認できます。 
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